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轟
に
著
者
は
「
園
籍
法
」
及
び
「
共
通
法
」
(
共
に
新
法
事
会
集
所
掲
)

を
設
表
し
て
、
園
際
私
法
の
外
郭
問
題
に
つ
き
見
事
な
成
果
を
塵
界
に
溢

ら
れ
‘
ま
た
「
金
約
款
論
」
に
於
て
園
際
私
法
上
の
特
殊
問
題
に
闘
す
る

極
め
て
深
遠
且
つ
該
博
な
研
究
を
護
表
さ
れ
た
。
博
士
の
園
際
私
法
に
闘

す
る
鐙
系
的
研
究
の
護
表
を
待
望
す
る
こ
と
甚
だ
切
で
ら
っ
た
。
今
や
本

書
を
見
る
。
そ
の
厳
び
や
貨
に
大
で
あ
ち
、
貧
ぷ
り
讃
ん
だ
。
本
書
そ
の

型
こ
そ
四
百
頁
に
過
ぎ
ざ
る
概
論
書
で
あ
る
が
、
一
新
聞
申
設
を
代
表
し
内

容
亦
極
め
て
豊
富
で
あ
り
、
闇
際
私
法
墜
の
水
準
を
高
揚
せ
し
む
る
勢
作

で
あ
る
。

書

評

売
、
っ
、
本
書
の
構
成
を
見
る
に
、
第
一
編
序
論
と
し
て
、
第
一
章
園
際

私
法
の
概
念
、
第
二
章
園
際
私
法
の
本
質
に
闘
す
る
論
争
、
第
三
章
園
際

私
法
の
編
纂
、
第
四
章
園
際
私
法
の
法
源
を
論
じ
、
第
二
編
と
し
て
、
第

一
章
園
際
私
法
規
定
の
構
造
、
第
二
意
図
際
私
法
規
定
の
解
穣
(
園
際
私

法
解
耀
論
可
第
三
章
一
連
結
黙
の
確
定
1

1
殊
に
園
籍
及
び
住
所
、
第
四

章
準
操
法
の
指
定
と
莱
の
適
用
を
述
べ
、
第
三
編
各
論
と
し
て
.
第
一
部

能
力
法
、
第
一
章
権
利
能
力
、
第
二
章
行
篤
能
力
、
第
三
章
法
人
、
第
二

部
法
律
行
篇
、
第
一
章
法
律
仔
篤
の
賓
質
、
第
二
章
法
律
行
篤
の
方
式
.

第
一
二
部
物
権
法
、
第
一
章
準
擦
法
の
決
定
、
第
二
章
物
の
所
在
地
法
。
遁

用
範
圏
、
第
四
部
債
務
法
、
第
一
章
契
約
債
務
、
第
二
章
契
約
外
の
債

務
.
第
三
章
金
銭
債
務
、
第
四
章
債
権
の
調
外
的
数
力
、
第
五
章
債
務
関

係
の
費
更
、
第
六
章
債
務
闘
係
の
消
滅
.
第
五
部
身
分
法
、
第
一
章
婚
姻

法
、
第
二
章
親
子
法
、
第
三
章
扶
養
義
務
、
第
四
章
後
見
及
び
保
佐
、
第

六
部
相
績
法
‘
第
一
章
序
説
、
第
二
章
相
績
‘
第
三
章
遺
一
言
.
第
四
章
相

績
遺
言
事
件
と
園
家
機
闘
の
干
奥
、
を
以
て
完
了
し
て
ゐ
る
。

右
の
目
次
を
見
て
知
ら
る
る
如
〈
、
本
書
に
於
て
は
、
わ
が
園
の
圏
際
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私
法
の
著
述
の
多
ぐ
が
、
多
〈
の
紙
数
を
費
や
す
を
例
と
し
て
ゐ
た
園
際

私
法
準
設
史
を
全
部
省
略
し
・
ま
た
園
籍
法
及
び
共
通
法
に
闘
す
る
解
説

を
別
著
に
譲
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
が
簡
潔
な
絞
越
と
相
侠
っ
て
本
書

に
豊
か
な
迫
力
を
輿
へ
ま
た
園
際
私
法
の
中
心
問
題
に
闘
す
る
解
説
を
著

し
〈
数
果
的
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
園
際
私
法
の
理
論
憧
系
を
説
く
所
調
園

際
私
法
総
論
に
該
嘗
す
る
部
分
(
本
書
第
一
一
編
及
び
第
二
編
)
は
僅
々
百

十
頁
(
金
巻
の
約
四
分
の
一
)
に
要
約
ぜ
ら
れ
、
し
か
も
各
論
と
の
有
機

的
闘
聯
の
下
に
篤
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
部
分
こ
そ
は
博
士
の
園
際
私
法
事

の
全
燈
系
を
呈
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
論
の
理
解
の
前
提
と
も
な
り
ま

た
要
約
と
も
な
る
も
の
に
し
て
.
精
曹
玩
味
す
べ
き
眼
目
で
あ
る
。
糠
論

の
要
約
は
各
論
の
叙
諸
に
充
分
の
徐
裕
を
奥
へ
、
わ
が
園
際
私
法
各
論
の

解
説
に
大
約
三
百
頁
(
金
巻
の
約
四
分
の
一
ニ
)
が
充
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
し

か
も
無
用
な
墜
設
の
羅
列
を
避
け
、
専
ら
わ
が
法
例
の
立
脚
す
る
墜
設
に

根
援
し
、
わ
が
宣
定
園
際
私
法
の
的
確
な
把
掻
と
分
析
に
力
め
ら
れ
て
ゐ

る
か
ら
、
わ
が
賓
定
園
際
私
法
上
の
比
較
的
微
細
な
問
題
に
至
る
ま
で
的

確
な
説
明
が
試
み
ら
れ
、
わ
が
園
際
私
法
を
し
て
民
商
法
等
と
並
ん
で
法

律
と
し
て
の
内
容
を
充
分
に
具
有
せ
し
め
て
ゐ
る
。

伊a

~ 

以
下
少
し
〈
博
士
の
摩
読
を
見
ょ
う
。
近
世
に
於
て
は
人
聞
の
生
活
関

係
は
国
家
的
境
界
を
超
脱
し
て
世
界
的
な
領
域
に
蹟
大
し
、
世
界
的
な
生

活
闘
係
を
見
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
法
は
枇
曾
に
相
鞠
的
な
存
在
で
あ
り
、

世
界
的
な
生
活
闘
係
の
存
在
す
る
所
に
は
世
界
的
な
法
が
存
在
す
べ
き
で

あ
る
。
扱
て
世
界
的
な
生
活
闘
係
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
.
之
を
大
別
す

れ
ば
、
園
家
相
互
間
の
園
際
的
生
活
聞
係
、
と
私
人
相
互
間
の
蔦
民
的
生
活

関
係
と
な
る
。
前
の
生
活
関
係
に
謄
じ
之
を
規
整
す
る
世
界
的
な
法
が
園

際
法
で
あ
る
。
後
の
生
活
聞
係
中
に
は
外
人
法
又
は
園
際
行
政
法
に
ま
っ

て
規
整
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
等
を
除
け
ば
、
世
界
枇
曾
に
普

遁
的
な
も
の
と
し
て
の
世
界
統
一
法
(
統
一
手
形
法
・
統
一
小
切
手
法
・

統
一
期
荷
霞
穿
法
等
の
如
き
)
及
び
世
界
慣
習
法
(
ヨ

1
ク
・
ア
ン
ト
ワ

ー
プ
規
則
、

c
・
i
・
f
契
約
傑
款
、

f
・
0

・b
契
約
僚
款
等
の
如
き
)

の
濁
象
と
な
る
も
の
と
‘
内
容
の
異
な
る
並
存
の
諸
固
法
中
へ
の
浸
潤
度

の
最
も
大
な
る
固
法
に
よ
っ
て
規
整
せ
ん
と
す
る
法
の
劉
象
と
な
る
も
の

と
が
あ
る
。
後
者
の
知
く
し
て
世
界
的
な
生
活
闘
係
を
規
整
す
る
世
界
的

な
法
が
園
際
私
法
で
あ
り
‘
世
界
統
一
法
及
び
世
界
慣
習
法
が
法
の
統
一

の
方
面
を
現
は
ず
に
掛
し
、
園
際
私
法
は
各
法
聞
の
調
和
の
方
面
を
一
示
す

も
の
で
あ
り
、
し
か
も
間
接
的
規
整
方
法
を
採
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

ゐ
る
。
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• 
し
か
し
乍
ら
法
の
設
建
の
現
状
か
ら
見
れ
ば
、
園
際
私
法
に
圏
内
法
な

る
形
式
を
輿
へ
て
ゐ
る
た
め
園
際
私
法
の
賓
質
的
機
能
と
形
式
と
の
聞
に

不
調
和
を
生
ぜ
し
め
て
居
り
、
こ
の
事
は
園
際
私
法
上
の
問
題
の
分
析
に

嘗
っ
て
常
に
反
省
す
べ
ぎ
も
の
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
〈
大
頁
l

一
一
頁
)
。

而
し
て
こ
の
黙
が
最
も
穎
著
に
現
は
れ
て
ゐ
る
の
は
後
越
の

公
序
論
で
あ
ら
う
。

園
際
私
法
の
本
質
如
何
に
闘
し
て
、
古
来
園
際
法
主
義
と
圏
内
法
、
主
義

と
の
針
立
が
あ
る
が
、
博
士
は
雨
主
義
は
そ
の
設
明
方
法
に
於
て
異
な
る

所
が
あ
る
が
結
局
各
園
主
権
問
の
限
界
を
確
定
す
る
も
の
と
す
る
賂
に
於

て
は
共
通
で
あ
り
、
そ
叫
論
争
は
寧
ろ
表
見
的
論
議
に
止
ま
る
も
の
と
な

し
、
国
際
私
法
の
本
質
を
よ
り
質
質
的
・
祉
曾
準
的
に
観
察
せ
ん
と
し
、

法
と
祉
曾
生
活
と
の
相
針
性
よ
り
出
援
し
、
各
画
法
の
賓
質
的
内
容
を
考

慮
し
そ
の
内
容
に
於
て
多
種
多
様
な
法
が
菖
民
的
生
活
関
係
に
於
て
有
す

べ
き
調
和
を
後
見
し
、
各
法
を
し
て
そ
の
慮
を
得
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
等
の
賠
に
於
て
は
問
中
(
耕
)
博
士
の
夢
設

と
軌
を
一
つ
に
す
る
。

。。

私
の
最
も
興
味
を
そ
そ
る
も
の
は
、
園
際
私
法
規
定
の
論
理
的
構
蓬
を

毒事

評

呈
示
し
、
国
際
私
法
上
の
諸
問
題
の
所
在
を
確
め
且
つ
之
に
解
答
を
試
む

る
第
二
編
で
あ
る
。
博
士
は
園
際
私
法
規
定
の
構
造
を
示
し
て
言
は
れ

る
。
園
際
私
法
規
定
例
へ
ば
「
婚
姻
ノ
毅
カ
ハ
夫
ノ
本
圃
法
-
一
依
ル
」
と

い
ふ
規
定
に
付
て
見
る
に
、
そ
れ
が
生
活
闘
係
を
規
律
の
謝
象
と
し
、
法

律
数
果
が
法
律
要
件
に
結
び
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
鰭
に
於
て
は
、
他
の
事
項

規
定
と
そ
の
構
造
を
異
に
す
る
J

も
の
で
は
な
い
。
だ
が
併
し
次
の
三
馳
に

於
て
圏
内
賞
質
法
た
る
事
項
規
定
に
於
て
見
ら
れ
な
い
特
殊
の
問
題
を
生

ず
る
。
(
一
)
先
づ
、
法
律
要
件
の
解
躍
問
題
に
つ
き
、
右
の
例
に
於
け

る
「
婚
姻
ノ
数
力
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
こ
の
規
定
の
規
律
の
謝
象

た
る
生
活
関
係
は
高
民
的
・
渉
外
的
で
る
り
、
婚
姻
の
殺
果
に
闘
し
て
法

律
概
念
を
異
に
す
る
諸
園
法
域
に
渉
る
か
ら
、
か
か
る
法
律
要
件
の
解
樺

問
題
は
事
項
規
定
に
見
ら
れ
な
い
困
難
を
提
供
す
る
。
即
ち
如
何
な
る
生

活
聞
係
が
「
婚
姻
ノ
数
力
」
と
な
る
か
、
遣
の
側
面
よ
り
言
へ
ば
「
栴
姻

ノ
殺
力
」
な
る
法
律
概
念
は
如
何
に
し
て
定
め
ら
る
べ
ぎ
か
の
問
題
が
あ

る
。
而
し
て
法
律
闘
係
の
性
質
決
定
問
題
と
し
て
特
に
論
ぜ
ら
れ
る
問
題

は
こ
の
黙
に
存
在
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
指
摘
し
.
(
一
一
)
共
に
.
富
民

的
・
渉
外
的
生
活
関
係
は
閏
籍
・
住
所
・
物
の
所
在
地
・
行
矯
地
等
を
媒

介
と
し
て
諮
問
法
域
に
連
繋
を
有
し
、
園
際
私
法
は
と
の
蓮
繋
を
摂
姑
と

し
て
生
活
関
係
に
適
用
せ
ム
る
べ
失
法
律
を
定
め
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
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準
援
法
確
定
の
擦
験
た
る
前
例
の
「
夫
ノ
本
園
」
即
ち
「
夫
ノ
園
籍
」
等

の
法
律
概
念
は
如
何
に
し
て
定
む
べ
き
か
、
更
に
二
重
園
籍
又
は
無
園
籍

者
の
本
閣
法
は
如
何
に
定
む
べ
ぎ
か
等
の
問
題
を
生
ず
る
。
こ
こ
に
蓮
結

概
念
及
び
連
結
黙
の
確
定
の
問
題
が
あ
る
と
す
る
。
(
一
二
)
更
に
、
園
際

私
法
規
定
に
於
け
る
法
律
数
果
は
「
夫
ノ
本
圏
法
ニ
依
ル
」
と
い
ふ
様
に

準
嬢
法
の
指
定
で
あ
り
、
「
夫
婦
ハ
互
-
一
扶
養
ヲ
篤
ス
義
務
ヲ
負
フ
」
と
い

ふ
知
〈
事
項
的
・
直
接
的
解
決
を
矯
す
も
の
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
こ
の
準

接
決
の
指
定
例
へ
ぼ
本
固
法
の
指
定
を
韓
っ
て
、
そ
の
指
定
の
内
容
如
何

(
反
致
問
題
)
、
準
援
法
の
性
質
如
何
、
準
援
法
の
遁
用
の
排
斥
せ
ら
る
ベ

・
辛
口
場
合
は
な
き
か
(
公
停
の
問
題
)
等
の
問
題
の
伏
在
す
る
こ
と
を
指
摘

し
‘
凡
そ
園
際
私
法
の
適
用
上
に
於
て
生
起
す
る
諸
問
題
の
法
律
上
に
於

け
る
所
在
を
指
摘
し
、
而
し
て
そ
の
解
決
に
準
哀
れ
る
の
で
あ
る
(
一
ニ
五

頁
l
一
ニ
七
頁
)
。
こ
れ
等
の
諮
措
に
つ
い
て
、
暴
に
私
も
園
際
私
法
の
遁

用
(
並
に
蓮
結
措
の
決
定
)
問
題
と
し
て
、
規
律
す
る
も
の
た
る
園
際
私

法
規
定
と
規
律
さ
れ
る
も
の
た
る
渉
外
私
法
腸
係
と
の
雨
側
面
よ
り
問
題

の
所
在
の
指
摘
と
解
決
の
素
描
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
(
拙
著
園
際
私
法

=
一
八
頁
|
八
八
頁
可
今
博
士
の
主
と
し
て
規
律
す
る
も
の
た
る
園
際
私

法
規
定
の
側
面
よ
り
の
理
論
構
成
を
見
て
心
強
さ
を
禁
じ
得
な
い
。

• 

c 

四
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博
士
は
第
一
の
問
題
に
つ
き
‘
闘
際
私
法
規
定
と
は
園
際
私
法
規
定
に

よ
っ
て
趨
用
を
命
ぜ
ら
れ
た
準
操
貧
質
法
の
解
躍
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
園
際
、
私
法
規
定
自
鐙
の
解
轄
を
意
味
し
、
園
際
私
法
規
定
の
合
理
的

内
容
の
探
及
に
在
る
。
市
し
て
そ
の
内
容
は
圏
際
私
法
秩
序
の
目
的
と
の

闘
聯
に
於
て
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
園
際
私
法
は
一
般
の
賓
質
法
と
は

異
な
る
特
殊
の
地
位
と
目
的
と
を
有
す
る
か
ら
、
之
と
相
閥
的
に
園
際
私

法
上
の
概
念
構
成
を
試
む
べ
き
で
あ
る
。
例
へ
ば
「
婚
姻
成
立
J

要
件
ハ

各
賞
事
者
ニ
付
キ
英
本
園
法
-
一
依
リ
テ
之
ヲ
定
ム
」
と
す
る
規
定
に
付
て

見
る
に
.
共
は
具
陸
的
な
る
甲
婚
姻
の
有
数
性
の
み
を
針
象
と
す
る
も
の

で
は
な
く
.
一
般
的
な
る
婚
姻
成
立
の
問
題
を
謝
象
と
し
て
居
り
、
そ
の

規
定
の
指
定
す
る
と
こ
ろ
は
軍
に
内
閣
賓
質
法
或
は
特
定
の
外
園
賞
質
法

に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
理
論
的
に
は
世
界
に
存
在
す
る
無
定
量
の
法
律

秩
序
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
き
れ
ば
こ
の
規
定
に
於
け
る
各
個
の
法
律
概

念
例
へ
ば
「
婚
姻
」
「
婚
姻
成
立
ノ
要
件
」
「
本
閣
法
」
の
知
き
法
律
概
念

は
蛍
然
に
各
園
賓
質
法
か
ら
解
放
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
・
間
際
私
法
自
鐙

の
立
場
よ
り
、
各
国
の
寅
質
法
上
の
概
念
に
劃
し
て
上
位
的
或
は
共
通
分

母
的
に
構
成
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
理
解
が
近
時
問
題
と

. 
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「

守

な
っ
た
法
律
聞
係
の
性
質
決
定
の
問
題
の
解
決
の
秘
鍵
と
な
る
も
の
で
ら

り
、
従
来
の
法
廷
地
法
設
は
法
廷
地
の
賓
質
法
上
の
概
念
に
拘
は
れ
、
叉

準
擦
法
・
設
は
準
擦
賞
質
法
上
の
概
念
に
拘
は
れ
た
識
に
共
同
の
誤
謬
が
存

す
る
の
で
あ
り
、
右
の
理
論
よ
り
嘗
然
に
園
際
私
法
規
定
自
穫
の
立
場
よ

り
閏
際
私
法
上
の
固
有
の
概
念
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
ぎ
も
の
と
す
る
こ
と

近
時
の
有
力
な
る
閣
増
設
と
同
様
で
あ
る
。
な
ほ
園
際
私
法
規
定
の
欠
候
補

充
の
問
題
に
付
て
も
同
様
の
立
場
よ
り
‘
内
閣
賓
質
法
に
よ
る
補
充
の
非

を
指
摘
し
、
園
際
私
法
自
鐙
の
立
場
よ
り
一
部
欠
紋
の
場
合
に
は
類
推
に

依
り
‘
全
部
欠
紋
の
場
合
に
は
園
際
私
法
上
の
僚
理
に
よ
っ
て
補
充
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
(
四
一
頁
|
五
四
頁
)
。

第
二
の
問
題
即
ち
蓮
結
概
念
及
び
蓮
結
黙
の
確
定
問
題
に
付
て
も
、
全

ぐ
同
様
の
立
場
に
基
き
、
闘
際
私
法
規
定
を
適
用
す
る
た
め
に
そ
の
規
定

中
の
遁
結
黙
の
概
念
を
解
掴
揮
す
る
の
で
・
あ
る
か
ら
、
法
廷
地
図
際
私
法
規

定
そ
の
も
の
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
る
べ
き
解
躍
上
の
一
問
題
で
あ
る
と
さ

れ
、
而
し
て
こ
の
蓮
結
概
念
に
適
合
す
る
関
係
が
何
れ
か
の
一
園
の
み
に

存
す
る
と
舎
は
直
に
そ
れ
を
連
結
姑
と
し
て
準
援
法
を
確
定
す
る
の
で
お

る
が
‘
か
か
る
閣
係
が
ご
っ
以
上
の
閣
に
存
在
す
る
か
叉
は
何
れ
の
聞
に

101 

も
存
在
せ
ざ
る
場
合
に
は
直
に
準
操
法
た
る
本
閏
法
叉
は
住
所
地
法
等
の

如
き
を
決
定
し
得
な
い
。
斯
様
な
場
合
に
如
何
に
し
て
準
援
法
を
決
定
す

書

評

べ
長
ヨ
か
と
い
ふ
問
題
が
連
結
措
の
確
定
の
問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
も
亦

法
廷
地
間
際
私
法
規
定
自
鐙
の
解
轄
問
題
で
あ
り
、
法
廷
地
園
際
私
法
自

慢
に
解
耀
規
定
の
存
す
る
と
き
は
之
に
依
り
、
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
園
際

私
法
の
本
質
的
機
能
に
照
し
て
之
を
決
定
す
べ
き
も
の
と
し
、
わ
が
園
際

私
法
上
に
於
け
る
本
固
法
及
び
住
所
地
法
の
決
定
問
題
に
つ
き
詳
細
な
解

読
を
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
(
五
四
|
八
一
頁
)
。

最
後
に
、
第
三
の
問
題
と
し
て
準
援
法
の
指
定
と
そ
の
遁
用
問
題
を
論

ぜ
ら
れ
る
。
先
づ
、
博
士
は
漣
結
黙
を
媒
介
と
し
て
結
合
せ
ら
れ
た
圏
の

賞
質
私
法
秩
序
を
準
操
法
と
い
ふ
の
で
あ
り
、
而
し
て
そ
れ
は
そ
の
園
の

'
全
私
法
秩
序
を
意
味
し
、
仮
令
連
結
素
が
住
所
・
物
の
所
在
地
等
の
如
き

場
合
に
於
て
も
、
そ
の
園
の
部
分
的
私
法
秩
序
(
圏
内
の
地
方
法
)
を
意
味

す
る
の
で
は
な
い
と
な
し
て
‘
遁
読
の
混
鋭
に
針
し
て
明
断
を
下
し
・
不

統
一
法
閣
内
に
於
け
る
準
按
住
所
地
法
の
決
定
に
つ
き
理
論
的
根
擦
を
一
示

さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
部
に
於
て
、
反
致
主
義
の
非
合
理
性
が
設
か
れ
、
ま

た
準
擦
賓
質
法
と
し
て
の
外
園
法
の
性
質
、
解
耀
並
に
そ
の
欠
紋
の
補
充

実
他
が
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
最
も
、
注

H
す
べ
き
も
の
は
、
4

公
序
論
で
あ

る
。
博
士
は
言
は
れ
る
、
元
来
園
際
私
法
原
則
に
よ
っ
て
甲
園
法
が
あ
る

菖
民
的
生
活
関
係
の
準
操
法
と
な
っ
た
場
合
に
は
甲
準
援
法
は
蔦
民
的
生

活
圏
の
法
律
秩
序
と
し
て
そ
の
生
活
関
係
を
規
律
す
る
の
で
る
る
か
ら
.
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そ
の
準
操
法
が
菖
民
的
生
活
圏
の
公
序
良
俗
に
反
す
る
場
合
に
は
本
来
遁

用
せ
ら
る
べ
ぎ
で
な
〈
.
こ
こ
に
純
理
論
的
な
園
際
私
法
の
本
質
的
な
第

一
の
準
援
法
の
遁
用
の
限
界
が
あ
る
。
然
る
に
現
吠
に
於
て
は
菖
民
的
生

活
闘
係
を
裁
判
す
る
裁
判
所
は
形
式
的
に
は
依
然
と
し
て
内
園
裁
判
所
で

あ
る
た
め
、
外
閣
法
の
適
用
が
自
園
の
公
安
を
現
賓
に
破
壊
す
る
に
至
る

と
き
は
そ
の
外
園
法
の
誼
用
を
排
斥
す
る
。
こ
の
意
味
の
外
国
法
の
趨
用

の
排
斥
は
寅
質
的
'
に
は
園
際
私
法
原
則
が
園
家
的
要
求
に
依
り
歪
曲
さ
れ

た
場
面
と
見
る
ぺ
〈
‘
通
常
会
序
論
叉
は
留
保
僚
款
と
は
か
か
る
園
家
的

要
求
に
基
く
第
二
の
外
閣
法
の
誼
用
の
制
限
を
意
味
す
る
。
然
ら
ぽ
所
謂

留
保
傍
款
の
遁
用
と
し
て
外
園
法
の
遁
用
の
排
斥
さ
れ
た
結
果
は
如
何
に

取
扱
ふ
べ
き
か
。
遜
設
が
外
園
法
の
排
斥
は
同
時
に
之
に
反
劃
す
る
内
閣

法
の
遁
用
を
意
味
す
る
と
す
る
に
到
し
、
外
図
法
の
遁
用
の
排
斥
に
闘
す

る
閤
際
私
法
的
許
債
と
内
園
法
の
遁
用
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の

聞
に
は
必
?
し
も
論
理
的
必
然
の
結
合
な
ぐ
、
こ
の
問
題
は
準
援
外
園
賞

質
法
の
欠
歓
の
場
合
に
準
じ
て
慮
理
す
べ
〈
‘
遁
用
を
排
斥
さ
れ
た
外
園

法
規
が
例
外
法
規
な
る
と
き
は
蛍
該
外
国
法
の
一
般
法
規
に
よ
り
て
補
充

す
べ
く
.
然
ら
ざ
る
場
合
に
於
て
之
を
補
充
す
べ
き
法
律
規
範
を
準
擦
法

腫
系
中
に
求
め
得
ぎ
る
と
き
は
僚
理
即
ち
文
明
諮
問
が
原
則
的
に
認
め
る

法
律
意
識
に
従
っ
て
補
充
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
(
八
一

l
一一

C
頁)。

ゆ~.

を

五.

著
者
が
中
心
的
課
題
と
じ
た
各
論
に
入
ら
ず
し
て
既
に
紙
数
を
蚤
し

た
。
こ
の
部
分
は
内
外
の
文
献
を
渉
鋭
し
比
較
法
的
謹
蓄
を
自
由
に
駆
使

し
て
論
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
.

法
人
論
・
契
約
債
務
・
金
銭
債
務
・
相
績
等
に
閲
す
る
叙
述
で
あ
り
、
加
」

れ
等
は
何
れ
も
一
段
と
態
的
水
準
を
高
揚
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
以
上

博
士
の
特
色
あ
る
園
際
私
法
論
の
綱
要
の
忠
寅
な
る
呈
示
に
終
始
し
、
不

徹
底
な
批
評
は
差
控
へ
た
。
た
だ
博
士
の
壊
読
の
遁
り
停
へ
た
所
あ
ら
ん

、
か
を
虞
れ
る
。
固
よ
り
本
書
中
、
個
々
の
問
題
に
つ
き
‘
全
く
同
感
な
る

も
の
、
見
解
の
異
な
る
も
の
、
及
び
前
後
疑
義
を
懐
〈
も
の
あ
り
.
ま
た

卑
見
が
博
士
の
支
持
を
得
た
も
の
も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
等
に

つ
い
て
は
一
切
割
愛
す
る
。
た
だ
本
書
の
よ
り
良
き
理
解
の
た
ゐ
に
田
中

(
耕
)
博
士
の
「
世
界
法
の
理
論
」
第
二
巻
の
併
曹
を
薦
め
た
い
。
最
き
に

田
中
博
士
の
右
の
大
著
の
設
刊
を
見
た
嘗
時
、
ジ
ッ
タ
や
ノ
イ
ペ
ッ
ケ
ル

の
園
際
私
法
理
論
に
非
常
の
共
鳴
を
覧
え
て
ゐ
た
著
者
は
右
の
書
に
ょ
っ

て
「
そ
の
鯵
勃
た
る
想
の
代
排
さ
れ
て
ゐ
る
か
の
喜
び
}
を
費
え
詳
細
な

紹
介
を
試
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
(
法
事
二
巻
一
二
鏡
、
因
に
と
の
紹

介
勾
回
中
博
士
の
準
設
を
知
る
た
必
に
は
勿
論
‘
著
者
の
思
想
を
理
解
す
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「一

る
た
必
に
も
参
現
せ
ら
る
ベ
を
好
文
献
で
あ
る
v
。

著
者
は
田
中
博
土
の

準
設
に
強
き
共
鳴
と
深
き
理
解
と
に
基
き
本
書
を
物
さ
れ
て
ゐ
る
。
私
自

身
本
書
を
絡
き
つ
つ
‘
田
中
博
士
の
書
を
座
右
に
置
い
て
再
覆
し
た
。
本

書
に
依
っ
て
田
中
博
士
の
墜
設
に
劃
す
る
理
解
が
深
め
ら
る
る
と
共
に
、

問
中
博
士
の
書
に
依
っ
て
本
書
の
意
味
の
闇
朗
せ
ら
る
る
を
費
ゆ
る
こ
と

屡
歪
で
あ
っ
た
。
著
者
自
身
も
言
は
れ
て
ゐ
る
如
〈
、
本
警
は
田
中
博
士
。

の
影
響
を
受
〈
る
所
の
多
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
‘
ま
た
回
中
博
士
の
準

設
が
本
書
に
よ
っ
て
よ
ぐ
展
開
修
補
さ
れ
ま
た
豊
か
な
賞
質
的
内
容
を
以

て
見
事
に
地
に
下
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
者
ー
者
は
殊
更
間
際
商
法
論
の

補
充
を
将
来
に
留
保
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
部
分
こ
そ
は
著
者
の
闇
申
請
を
展

開
す
る
に
最
好
遁
の
場
面
で
あ
る
。
著
者
が
該
博
な
比
較
商
法
阜
の
智
識

に
基
き

.h」
の
部
門
の
成
果
を
皐
界
に
溢
ら
れ
る
自
の
速
か
な
ら
ん
事
を

祈
っ
て
止
ま
な
い
。

(
昭
和
一
七
・
七
・
二
一
)
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